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タイコウチ科Nepidaeの生態

高橋良一

NOTES ON RANATRA CHINENSIS AND LACCOTREPHES RUDER. 

By 

RvoICHI TAKAHASHI. 

ー、ミグカマ:tr-1) Ranatra chinensis Mayr.の飛行前の

動作殊~t体の震動記載て

ミグカマキ， Ranatrachinensis は水を出るや主として日あたbよさ場所に

至bて静止して体の表面の乾燥するを待つ。此時に前肢の先端にて頭頂及口吻

を擦し叉綾肢の腔節にて前麹の表面を或は互に他の綾肢を擦するを昆，る。此動

作は水中に於℃も時φ行よ、所にして体の塵を除くものまるべし。体の表面の乾

燥す・るや五秒万至二十秒間体を上下に急速に震動し此震動と共に或は此震動の

綾前胸を下方に屈曲すc本種の前拘の綾縁は麹の基部を固く蔽ふを以て麹を運

動せんには前胸を下方it曲ヤるを要す。前胸を下方氏屈曲すると同時に麹を甚

tl少し〈体よ b離し、此と同時lt或は此動作の稜約一牙三十秒以内に呼吸の甚

念速に行はれ始むるを見る。水を出τ陸上院登 b し時にτは－~間二十二万至

二十四同の呼吸は此時に至 b て－~開始んど百岡に及ぶ。飛行前に呼吸の急速

に行はる、は大形の甲車には普通在る事貫主 b0 R. chinensisの呼吸の急速に

行はる、時聞は四十秒万至三分聞にして此時に其呼吸糸 siphonを少し〈開閉

する乙とあb。呼吸の常に復すると同時に麹を充分に聞きて輔さ昔を殺しτ飛

行に移らんとする瞬間前肢を体に近、〈縮むるを見る叉甚芦稀に飛行を始めんと

する時記体を左右に再び大きく震動するととあb。予は十七匹に就て此賞磁を

行rJnるが飛行せんとする時体を左右民再び震動せるものは一匹あbしに過ぎ
ず。此種は此の如S動作の後民飛行するものなるが水を出て体の表面の乾燥を
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待つ時或は呼吸の急迫せ右時駐門よ b二三滴の水滴を牙路す。多〈の叩最及多

〈の水棲昆患が飛行前に牙泌物を排出するは人の能く知る事賞な bo此種は主

として晴天の章間飛行するもの在るが曇天の時に於ても飛行する乙左あ b。

甑re.記述したるが如〈本種は飛行前に前胸を下方に屈曲する時体を上下に五

秒乃至二十秒間震動するを見るO 然れcも若し同一個体が短時間中氏多数回の
飛行を行ふ時第二究以後の飛行前の体の震動の時間は大に減少し又は金〈体を

．震動するとと在〈して前胸を下方に屈すO 自然に於ては短時間中に多数同の飛

行を行ふが如~z.とは決して起らぎるべし。従て自然に於ては常氏飛行前に前

胸を屈する時体を震動すo’

予は攻の方法に依bて本種七匹を短時間中氏敷岡飛行せしめたb。

水中よ b 昆識を出して之を室内の中央に放っ時は飛行して窓~t 至b て静止す

ぺiし、之を直ちに捕へて再び室の中央に持ち行きて新日再び飛行せしむ。

：此の如くにして短時間中に敷同飛行せしめたる七匹の各飛行前に前絢をで方

に屈す二る時の体の震動の時聞は究の女nL。

｜第一次飛行｜第二次｜第三究｜第四次

3 。 。

17 s s 。

III I s 。 。 。

JS 。 。 。

8 。 。 。

12 s 。 。

s 。 。 。

0は金〈震動せずして前胸を屈せるを示すO 叉二同の飛行の聞の時聞は二十

乃至三十秒tとして一同の飛行の時聞は十五秒万至二十秒主 b。今示したる如〈ー

最初に前胸を屈する時の震動の時間は最長〈第二次の場合にては金〈体を震動

する乙となく或は震動時間の大に減少するを見る。
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前胸を下方に屈曲する蓮動は飛行前以外に於ては決して行ふ乙と無、き動作に

して且此種は甚稀に飛行するものまるを以て此運動を行ふ筋肉は甚長さ期間金

〈静止の獄態に在るものと云よ、を得ぺし、乃ち此部分の筋肉は強直航態に在る

ものと見倣す乙とを得。

乃ち本種が前胸を下方~t曲ぐる時行ム震動は強直賦態の筋肉を柔にするnめ

に行よ、一種の準備運動なるべLC 短時間に多数回の飛行を行ふ場合第二間以横

の飛行前に於壬は此部舟の筋肉は強直せず或は甚低度の強直賦態に在るを以τ

或は金く体の震動を行ム乙と無くして又は短時の震動の後に前拘を屈するもの

在るrくし。

Peter Schmidt氏がナナフジの一種Carausiusmorosus ・に見12る運動開始前の

震動は此 Ranatrachinensisの体の震動に相官する運動在るベし。

予はヒメミヅカマキ 9Ranatra sodidulaの飛行前の動作を賓験せんとしたれ

ども未1i其目的を謹せず叉タイコクチ Laccotrephesruberは少くとも眠中にあ

らぎれば飛行せんとはせぎるもの、加〈未芦賞験したる乙と意し。従来Ranatra

の飛行前の動作に就て記したるものを見ず。

二、光の方向と静止の姿勢

I-iolmes氏は Ranatraの静止の姿勢は其時其体の受〈る売の方向と関係ある

之とを記述せb。乃ち氏に擦るに体が光を前方よ b受くる時は体を低くして水

平に保ちt静止すれcも光を後方よ’b受〈る時は之氏反し頭を高〈空中に上げ
て保っと云よ、。

予はRanatrachinensis k就τ次の方法に依b℃其静止の姿勢と売の方向との

闘係を賓駿せb。

夜間平面なる褐色の板を一光源と同一平面上点水平に置き此板上に昆識を放

ち光はガス充及蝋燭売を用以昆最と光夜、との距離は約竿メートYとなせb。

今ヌfス党を用以て寅験したる所を記すベし。

賓験 I..前方よ b売を加へしに口吻の先端及前肢の腔節を板lt接し腹部末端

は高〈空気中に上げて保て b。
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此時党を稜方よ b加へしに体を水平にして低く保ち板に甚涯くせh。

II.・売を前方よ b加へしに体を水平にし叉'j{;を稜方よb加へしに此委勢を盤

へぎ b き。光源の位置を敷同鍾じたるも常·~此委勢を保τ bo

111 ...同上

IV－・前方よ b売を加へたるに体を板tζ近〈しt水平氏保ちたるが綾方よ b党

を受〈るや頭を高〈し腹端は艇に接した!.i0 

‘一－－

｛ー→〉
〈←－）

一一ふ

Ranatra chinensisの静止の姿勢と光の方向 矢It光の方向や示す（模式闘〉

V・・・光を綾方よ b加へしに頭を少しく高〈空中氏上げて保ち党を前方よ b加

へしに体を板tζ甚近く保ち旗端を少し〈宰集中に上げた ho

v1 ...光の方向に係はらず体を水平にして板に接すO

VII···識を前方よ b 受〈るや口吻及前肢の腔節を板~（.接し腹部を高〈上げた b

党を後方よ b力日へたるに体を水平にして板に接したb0 
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VIII・・・光源の位置に係lまらず体を板に接したb。

IX・・先を前方よ b受くる時は体を水卒に保も党を棲方よ b受〈る時は頭を上

げ尭 ~o

X…売を後方よ b加へ？とるに体を低〈して板応接し売の方向を反封にしたる

に頭及前腰節を棋に棲し腹部を高〈上げて保ぜ b。

再び党を綾方よ b加へしに体を水平氏し1慢に頭を高〈上げn!Ji。此時売を前
方主参加へしに体を平氏保ち撲に党を後方よ b加へたるに預を高＜~集中世上

げた9o

XI.・・売を前方Ib加へ党毒民体を水平にして保ち売れ芝も此時売を建ぎる時

は頭を高〈上（＂ o其俊民党を前方kb 加へしに頭を板に接し腹部は高〈上げ~

b。
此時党を綾方Ib加へ12るに体を水平にして板に接す此時党を前方l~加へ

しに葉委勢を費ずず。突に再び党を後方l~加へしに頭を高〈上げた b 実民党

を前方よ b加へたるに体を水平にしたb。

此等の費験tと依るに R.chinensisが光を前方Ib受〈る時は体を水平氏保9

か叉は頭及前肢艦節を板~L接して腹部末端を高〈上〈も叉光を綾方よ b受くる

時は体を水平に保っか叉は腹部末端を板に接して頭を高〈上げたち。予は蝋燭

火を用以ても同様の結果を得n~ 。叉光を側方よ b 受〈る時は殆..tc常に体竺

脊を光源の方に傾くるを見る。

但し光を側方よ b受〈る時は体を水卒にし叉は之氏反して一定せず。此等の

管験に依ちて R.chinensisは先源の方向民体の脊面を向けんとする傾あるを見

るo而して自然に於ては普通日光の方向は熱の方向E一致するを以て此傾向は
本種が飛行の際体の表面を乾燥するに数ある黙に於て趨膿的意 bと云ムベし。

R. chinensisが光を前方よ品受〈る時の委勢の I一一一体の前方を根氏接し

腹を高〈上ヤ一一ーは売を前方工 b受けぎる時は決して採らぎる静止の姿勢電

品。

＼、
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L. ruberは光の方向に係はらず常に体を水平にし℃板に接す。

三、タイコタチ Laccotrephesruberの静止

タイョクチを水中よ b引き上げて之を空気中R放置すれば前肢は前方に伸し

て其蹄節と腔節とを密着し又中後肢は後方に伸して体と肢とを殆んど一直線民

主し静止に陥る。静止の時間は甚民く予はニ匹の成量は四時間以上静止するを

見英三匹は三時間以上静止するを見たb。

此静止中のものを種φの紙態一一伊jへば倒とか或は、連立となしで垂直面民主

て懸〈るとか或は二個の物の中聞に橋の如〈置〈等一ーに置くとも平然として

静止を鱒〈るを見る。叉静止中のものを強〈挟むとか強〈押すとかの刺激を加

ふるも杢〈運動を起~ ＇＝ る乙と少からず。予はピンセットにて静止中のもの、

腹部を押し貫主しに金〈運動を起すとと無〈建に永久の静止に陥るものあるを

見flb。叉此静止中のものを水中に落す時は最初は体の重のために金〈運動を

起すとと在〈沈下するも暫時にして運動を起す。本種は水中に於ては運動を在

す之と少しと臨空気中氏於けるが如き静止朕態を見ず。

本積の空気中tζ於げる静止状態は PeterSchmidt氏が Carausiusmerosus ~t. 

寅験したる静止状態に甚近きを見るな b。

L. ruberは殆んど飛行を行よ、zと無〈又自然に於ては水を出℃地上を歩むが

如S乙と決し℃まきを以て本種が空集中に在るが却さは自然に於℃は殆んc起
らぎる乙とな b。
喝

若し水鳥の鴫tζ依 b て水中よ~ i:JI ~上げらる、が加さ場合あ b とするも水鳥

は之を地上に放置するが如 ~z.. とは行はず又此場合若し地。上に置かる、乙とあ

bとするも其時本種が地上に静止をなすも果して自体の保護上何の利益あbや。

此に依 b て見るに此種~~集中の静止は自体の保護を目的とし又は保護に利

盆あるものにはあらざるべし。

Tower氏は Leptinotarsaの擬死を論じ其殆んど自体の保護に利益無主を設さ

却て不利の結果を来す乙とあるを記し Morgan氏の設に賛して擬死とは恐怖を

起す刺激R劃する臆答に過ぎずとなしたるが予も亦Laccotrephesの静止に就℃
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Tower氏の殺に同意せざるを得ぎる主 b。

四、飛行代伶ム重度動器開 pulsatileorganの休止

’重度動器闘を水棲有吻類の肢に義見したるは Behn氏tとして綾・Locy氏は之を

Nepidae, Notonecta, Corixa, Gerris に就て研究せし；が（Packard氏，K撮る）近時

限至b乱 ・lcha吋son、氏は之を Myzus業他の蛎最の肢に識見したれ

此器聞は Ranatra ~t於ては前肢蹄節の基部及中綾肢の腔節、の基部に存在す。

、R.chinensisの鼓動器聞は飛行せぎる時に於ては殆ん＞！休止する之と1.E:きも

のにして予は十八匹に就て賓験したるに其iの唯死一匹の金肢の器闘が四分間

金〈鼓動を休止す忍を見12るに過ぎず。

然るに予は八匹の本種の飛行中のものを捕hて置ちに糞肢を検するに常~t葉

鼓動は杢〈休止するを見129。而して飛行を中止して綾四十秒乃至一分の綾其

鼓動の開始せらる、を見129。

此鼓動の休止は果して飛行中よ b行はれたるものをEbや或は飛行を中止する

と同時代起bしとと在 bやは明主らずと雄飛行に伴以麹の運動は多〈の血液を

要するを以て一時肢の血液の循寝を中止するもの在らん。

・附記。 R.chinensiきの成車の鼓動器の一分間の鼓動搬は三百同内外を普通と

するも其襲叱甚し〈同一個体に於℃も同時に左右の肢に依bて其鼓動数民差異

ある之と少からず。

此鼓動器闘は肢を切断したる綾も鼓動を維持す。予は三匹の本種の中稜肢を

基部よ b切断して空気中に放置せるに其後四十五号乃至九十牙以上競動を績〈

るを見たb。
五、、歩行及活字泳

Nepidaeの歩行及活子泳に就℃は就に Packar・d,Kirkaldy, :Bueno氏等の記述あ

•9 。

Laccotrephesは歩行には前肢をも用ムるは前肢の特化したる Mantidaeの昆

最に於けるが如しと雄 R，~natrak於℃は前肢を用以るととな〈中稜肢のみを用

ふoRanatraの歩行の方法はー側の綾肢を前方に運び突に某側り中肢を前方に
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運ぴヨたに他側の後肢を次代葉側の中肢を動かす。此・Ranatraの歩行は他の科の

水棲有吻類には見る乙と能はぎる特殊のもの在るぺし。

L. ruber k於ては歩行中其呼吸糸は地代接せずと擁R.chinensisに於ては地

K鯛る、を見る。

Laccotrephcs及 Ranatraは共に瀞泳には中稜肢のみを用ム。万ち注右の申肢

を同時民稜方•t動かす時産省の検肢を前方tζ動かすo

附記Q Bueno民lt擦るに Ranatrafuscaは前肢の基部よ b菅 stridulationを

殺すと雄日本産 Ranatr{!RIま此の秘S普を聴かず。

矢野理事士よ b多大の忠言を得たるを戚謝すo
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RESUME 

1. Ranatra cki'nensis before flight, vibrates the bod>'.' vertically for about a few 

seconds when the insect bends its pro~horax downwards and then the respira-

tion becomes very rapid. 

2. Laccotrepkes ruber assumes the death attitude for a few hours when taken out 

of the water and placea on由eground. 

3. The pulsatile organs of Ranatra ckinensis ce描 ebeating for about orie minute 

after flight. 

4. The drawings introduced in this paper show the different attitudes of Ranatra 

ckinensi's according as the light falls upon it from in front or from behind. The 

arrows indicate the directions of the rays. 


